
平成17年10月11日に当時の釧路市、阿寒町、音別町が合併して新生「釧路市」となった。

釧路地域（旧釧路市） 185,931人 162,329人

阿寒地域（旧阿寒町） 6,401人 4,615人

音別地域（旧音別町） 2,763人 1,786人

釧路市計 195,095人 168,730人

病院 上水道 簡易水道 工業用水道 公共下水道 特環下水道 市場 港湾整備 宅地造成 介護サ 農業簡水 駐車場

旧釧路市営 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

旧阿寒町営 〇 〇 〇

旧音別町営 〇 〇 〇 〇

合併時

（平成17年10月11日現在）

現在

（平成31年3月31日現在）

北海道 釧路市

地域毎の人口

３市町合併

運営する公営企業

013382
画像



１７２，３９１人

運営する公営企業 会計名
法適用

状況

管理者

の設置
法適化年月日

決算規模

（H29）

病院事業 病院事業会計 非設置 昭和39年4月1日 病床数 643床  16,795,638千円

上水道事業 昭和27年10月1日

簡易水道事業 平成19年4月1日

工業用水道事業 工業用水道事業会計 昭和50年4月19日 年間総配水量 1,618千㎥  40,893千円

公共下水道事業 昭和59年4月1日 年間総処理水量 24,660千㎥  6,340,776千円

特定環境保全公共下水道事業 平成19年4月1日 年間総処理水量 2,966千㎥  786,648千円

市場事業 公設地方卸売市場事業会計 昭和47年4月1日 年間取扱金額 11,102百万円 154,634千円

荷役機械数 4基  

上屋棟数 14棟  

宅地造成事業

（臨海土地造成事業）
昭和44年12月2日 土地造成総面積 1,733千㎡  386,571千円

介護サービス事業

（老人デイサービスセンター）

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

年延居宅サービス

利用者数
5,886人  82,466千円

簡易水道事業 農業用簡易水道事業特別会計 年間総配水量 71千㎥  15,585千円

駐車場整備事業 駐車場事業特別会計 収容台数 711台  111,665千円

（注）決算規模の算出は次のとおりとした。

・法適用企業：総費用（税込み）－減価償却費＋資本的支出

・法非適用企業：総費用＋資本的支出＋積立金＋繰上充用金

6,115,226千円

港湾整備事業 昭和39年4月1日 702,368千円

業務概況

（H29）

年間総配水量 21,226千㎥  

－

水道事業会計

下水道事業会計

港湾整備事業会計

法適

法非適

設置

非設置

－

公営企業の概況

人口（平成２９年１２月３１日現在）

市の公営企業の状況

（※）釧路市設魚揚場事業については、平成31年4月1日より法適用事業

から法非適用事業に変更



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※ 「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

53,351,028平均値 56.6 62.6 64.1 64.3 66.0平均値 45.9 50.7 51.3 51.2 52.0

当該値 53.2 55.3 57.1 59.7 62.6

H29 H25 H26

当該値 41,347,908 42,207,215当該値 68.1 69.6 70.2 71.7 75.4

H27 H28 H29

　建物や機械備品の老朽化が進んでいるもの
の、経常収支比率が100％を下回っており、更新
費用を経常収益では賄うことが出来ない状況で
ある。
　「市立釧路総合病院新改革プラン」に基づ
き、経営基盤の強化と経営の効率化を引き続き
行っていくことが必要である。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

42,708,067 42,009,998 42,839,160

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 50,135,188 50,543,381 51,238,617 51,669,762

全体総括

平均値 26.2 26.3 27.5 27.4 27.8平均値 47.8 48.7 48.5 49.2 48.7

27.4当該値 50.8 48.9 51.1 50.7 51.0

平均値 59,159

当該値 25.6 25.2当該値 10,692 11,046 11,808 12,375 12,98454,534 55,686 26.2 27.1当該値 51,139

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 14,865 15,610 16,993 17,680 18,39364,765 66,228

2. 老朽化の状況について

有形固定資産減価償却率及び器械備品減価償
却率が、類似団体と比較して高くなっており、
更新が遅れている状況にある。これは、建物の
更新時期を迎えていることや、器械備品を長く
使用していることが要因である。
　また、１床当たり有形固定資産が類似団体の
平均を下回っているのも同様の理由である。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

60,787 62,913

79.5 79.9

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

41.7 37.7 36.8 33.9 34.9 平均値96.0 94.6 94.4 93.6 94.0 平均値 80.7 80.7

51,338 52,151

78.0 76.6

平均値 101.7 101.1 100.3 99.8 100.1 平均値

0.0 0.0 0.0 当該値 80.9 81.395.2 95.2 94.5 当該値 3.0 3.5

80.3

当該値 101.7 104.9 100.7 100.7 99.7 当該値 97.2 99.1

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

職員給与費に相応する診療収入を得られてい
ないことから、職員給与費対医業収益比率が類
似団体と比較し高くなっており、経常収支比率
が100％を下回る要因となっている。
　入院患者及び外来患者１人１日当たり収益の
増収対策等を行い、経常収支比率が100％を上回
るように効率的な経営をしていかなければなら
ない。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

78.0

535

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　当院は二次医療圏の地域センター病院、三次
医療圏の地方センター病院・救命救急センター
としての高度な急性期医療、公立病院として民
間医療機関では提供が困難な不採算・特殊部門
に関わる政策医療の提供に努め、地域医療の中
核的役割を長きに渡り担ってきている。

172,391 46,668 非該当 ７：１ 535 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 26 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 へ 災 輪 94 4 643

- 10 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 535

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道釧路市　市立釧路総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

74.0

75.0

76.0

77.0

78.0

79.0

80.0

81.0

82.0

④病床利用率(％)
【74.8】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

③累積欠損金比率(％)
【64.7】

90.0

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

②医業収支比率(％)
【89.7】

97.0

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0

103.0

104.0

105.0

106.0

①経常収支比率(％)
【98.5】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

①有形固定資産減価償却率(％)
【51.6】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

②器械備品減価償却率(％)
【67.6】

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】

23.5

24.0

24.5

25.0

25.5

26.0

26.5

27.0

27.5

28.0

⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】

46.0

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【50,718】

013382
画像



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※ 平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道　釧路市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

1,362.90 126.49 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 自治体職員 172,391

－

- 50.98 99.34 3,225 186,389 136.67 1,363.79 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
平均値を下回ってはいるが100％を上回っており、経常収支

が黒字であることを表している。

②累積欠損金比率
累積欠損金が発生していない。

③流動比率
平均値を下回ってはいるが100％を上回っており、短期的な

債務に対する支払い能力があると言える。

④企業債残高対給水収益比率
前年度と比べて減少したが平均値を上回っている。今後は老

朽化した施設・設備の更新等により上昇する見込みになってい
る。

⑤料金回収率
平均値を下回っている。また、100％を下回っており、費用

を料金収入で賄えていない状態にある。

⑥給水原価
平均値を上回っている。浄水場における維持管理費の増等に

より前年度と比べて上昇した。

⑦施設利用率
平成28年度に水道事業変更認可を受け、一日配水能力を変更

したことにより施設利用率が上昇した。平均値を上回っており
適切な施設規模といえる。

⑧有収率
平均値を下回っている。今後も漏水の多い地域において重点

的に漏水調査を実施するなどして有収率の改善を図っていく。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
平均値を下回っており、保有資産の更新が類似団体

よりも進んでいる状況である。

②管路経年化率
平均値を上回っている。1970年から80年代に集中的

に整備された管路が一斉に更新時期を迎える状況にあ
る。

③管路更新率
平均値を下回っている。漏水等により市民生活に与

える影響が大きい幹線配水管路の更新を優先的に行っ
ている。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

１．経営の健全性・効率性について
　経常収支比率は100％を上回り累積欠損金は発生して
いないが、各指標において平均値に比べて厳しい数値
となっている。今後、老朽化の進む施設等の更新費用
が増加する見込みであり、経営状況はより厳しさを増
すものと予想される。

２．老朽化の状況について
　有形固定資産減価償却率は平均値を下回っている。
施設・設備の更新は進んでいるが、管路経年化率及び
管路更新率が、平均値と比べて厳しい数値となってい
る。なお、平成27年1月に策定した「釧路市水道管路更
新基本方針」に基づき、長期的な視野に立った計画的
な取組を実施し、健全性・効率性の高い管路更新事業
に努めることとしている。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【113.39】 【0.85】 【264.34】 【274.27】

【89.93】【60.41】【165.71】【104.36】

【48.12】 【15.89】 【0.69】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※ 「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※ 平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

１．経営の健全性・効率性について
　経常収支は黒字を確保できる見込みである。安定した経営状
況と言えるが、今後、管渠や施設等の老朽化が進んでいく中
で、更新等に充てる財源を確保する必要性は高まると考えられ
る。資金不足額については、計画どおり2021年度までに解消す
るため、引き続き経営の健全性・効率性を高めていく必要があ
る。

２．老朽化の状況について
　管渠は老朽化しているが、改善が進んでいない状況にある。
今後は、管渠を含めた老朽施設等の中長期的な更新計画を策定
し、計画的に更新を実施していく予定である。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
平均値を上回っており、保有資産の更新が類似団体よりも進

んでいない状況にある。

②管渠老朽化率
平均値を上回っており、法定耐用年数を超えた管渠延長の割

合が類似団体よりも高い状況にある。

③管渠改善率
平均値を下回っており、管渠における更新延長の割合が類似

団体よりも低く、改善が進んでいない状況にある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
平均値及び100％を上回っており、経常収支が黒字であるこ

とを表している。

②累積欠損金比率
累積欠損金は発生していない。

③流動比率
資金不足が発生しており、一時借入金があるため平均値を下

回り低率となっている。

④企業債残高対事業規模比率
平均値を下回っている。今後も企業債残高の減少により、数

値の低下は続いていく見込みである。

⑤経費回収率
平均値及び100％を上回っているが、老朽化施設の更新等に

充てる財源を確保する必要性が高まっている。

⑥汚水処理原価
平均値を上回っており、維持管理に係る経費負担の増により

前年度に比べて増加した。

⑦施設利用率
平均値を下回っており、施設更新時にダウンサイジング等を

検討する必要がある。

⑧水洗化率
平均値を上回っており、近年は微増を続けている。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 62.38 95.35 65.73 4,421 162,989 41.66 3,912.36 【】

1,362.90 126.49 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ad 自治体職員 172,391

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道　釧路市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.01 0.05 0.04 0.05 0.09

平均値 0.11 0.08 0.22 0.28 0.21

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 132.99 128.98 130.13 129.74 127.53

平均値 105.07 108.53 108.52 109.12 110.22

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 21.70 49.00 50.36 51.66 52.93

平均値 16.56 28.35 27.96 28.81 31.19

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 3.28 4.75 5.50 6.20 6.59

平均値 2.82 3.05 3.40 3.84 4.31

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 23.32 4.72 4.87 3.80 3.21

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 11.67 5.36 6.40 7.48 8.33

平均値 179.30 45.99 47.32 49.96 58.04

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 469.84 451.11 433.86 425.25 419.71

平均値 924.44 963.16 1,017.47 970.35 917.29

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 137.60 136.76 136.54 140.56 135.90

平均値 90.24 94.82 96.37 99.26 99.67

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 172.28 174.12 174.36 169.56 175.67

平均値 170.22 162.88 162.65 159.53 159.60

58.00

59.00

60.00

61.00

62.00

63.00

64.00

65.00

66.00

67.00

68.00

69.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 64.85 61.61 63.18 62.98 62.57

平均値 67.10 67.95 66.63 67.04 66.34

91.50

92.00

92.50

93.00

93.50

94.00

94.50

95.00

95.50

96.00

96.50

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 95.58 95.64 95.69 95.77 95.86

平均値 93.01 93.12 93.38 93.50 93.86

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.80】 【4.27】 【66.41】 【707.33】

【95.06】【60.13】【136.39】【101.26】

【38.13】 【5.37】 【0.23】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※ 「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※ 平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

１．経営の健全性・効率性について
　経常収支は黒字を確保できる見込みであり、安定した経営状
況と言える。経費回収率が100％に達していないため、不足分
には一般会計からの繰入金が充てられている状況であり、引き
続き経営の健全性・効率性を高めていく必要がある。

２．老朽化の状況について
　施設の老朽化は進んでいないが、保有資産の状況を適切に管
理し、中長期的な更新計画を策定する予定である。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
平均値を上回っており、保有資産の更新が類似団体よりも進

んでいない状況である。

②管渠老朽化率
法定耐用年数を超えた管渠がないため0％となっている。

③管渠改善率
法定耐用年数を超えた管渠がないため0％となっている。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
平均値及び100％を上回っており、経常収支が黒字であるこ

とを表している。

②累積欠損金比率
累積欠損金は発生していない。

③流動比率
平均値を下回っており、流動負債が流動資産を大きく上回っ

ていることを表している。

④企業債残高対事業規模比率
平均値を上回っている。今後も企業債残高の減少により、数

値の低下は続いていく見込みである。

⑤経費回収率
平均値を下回っており100％に達していないため、費用を使

用料で賄えていない状態にある。

⑥汚水処理原価
平均値を上回っている。処理場費における維持管理費の増な

どにより増加した。

⑦施設利用率
平均値は上回っており、類似団体に比べて施設の利用状況が

高い状況にある。

⑧水洗化率
上昇傾向にあるものの、平均値を下回っているため、引き続

き水洗化率向上の取組が必要である。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 70.76 3.13 27.22 4,421 5,348 3.76 1,422.34 【】

1,362.90 126.49 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D1 自治体職員 172,391

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道　釧路市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.05 0.04 0.07 0.04 0.15

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 118.70 114.99 122.46 117.37 114.02

平均値 96.59 101.24 100.94 101.17 103.61

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 6.60 40.91 41.92 43.68 45.13

平均値 13.60 22.34 22.79 28.48 28.59

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.04 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 232.81 184.13 101.85 68.93 80.63

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 119.25 33.36 16.61 16.03 50.24

平均値 290.19 63.22 49.07 70.42 70.92

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 2,101.81 2,016.47 1,795.22 1,640.90 1,527.55

平均値 1,569.13 1,436.00 1,434.89 1,467.94 1,144.94

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 79.94 82.66 88.99 81.60 72.64

平均値 64.63 66.56 66.22 83.30 88.16

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 289.14 284.47 264.86 292.52 333.37

平均値 245.75 244.29 246.72 184.56 173.89

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 52.19 52.05 51.72 50.34 50.89

平均値 43.65 43.58 41.35 43.18 42.38

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 81.40 82.34 83.21 84.06 83.47

平均値 82.20 82.35 82.90 86.43 87.01

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.38】 【102.97】 【54.73】 【1,225.44】

【82.67】【42.66】【215.23】【75.58】

【24.65】 【0.00】 【0.10】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※ 平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道　釧路市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

1,362.90 126.49 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D4 非設置 172,391

－

- 該当数値なし 0.10 3,226 166 14.56 11.40 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

現状、給水収益により経営を賄っているが、近
年老朽化による配水本管での漏水工事費が増加傾
向にあり、また、施設整備に係る地方債償還金の
支出により、一般会計からの繰入金により不足分
を補っている。
　今後、経費の削減や水道料金改定の検討など経
営改善に努めたい。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

浄水場施設整備については、補助事業を活用し
ながら進めているところであるが、管路の整備
（更新）が滞っていることから、今後計画的な整
備が必要であり、有収率の向上に努めたい。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　本事業の施設（管路を含む）については、経年
化率が高くなっていることから、経営の健全化と
効率性を高めるため、公営企業会計への移行を進
めるとともに、整備計画を策定するなどの早急な
対応が必要である。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.70 0.91 1.26 0.78 0.57

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 102.79 91.66 91.89 72.59 61.57

平均値 71.66 73.06 72.03 72.11 74.05
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①収益的収支比率(％)
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0.00

0.10

0.20
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0.70
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1.00
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当該値

平均値

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 445.75 413.30 413.22 466.24 479.52

平均値 1,462.56 1,486.62 1,510.14 1,595.62 1,302.33

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 102.79 87.59 52.02 44.28 47.81

平均値 32.39 24.39 22.67 37.92 40.89

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 109.20 133.89 217.32 262.65 237.79

平均値 530.83 734.18 789.62 423.18 383.20

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 71.01 59.57 69.26 53.73 45.60

平均値 50.49 48.36 48.70 46.90 47.95

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 50.86 62.58 53.68 63.84 75.89

平均値 74.21 75.24 74.96 74.63 74.90

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【75.76】 【1,141.75】

【74.25】【56.91】【292.18】【54.93】

【0.72】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成29年度全国平均

78.4 70.5 59.2 62.4

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

平均値 84.4

0.0 0.0

平均値 平均値

当該値 0.0 0.0 0.0当該値

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　本施設については、単年度の収支が黒字であ
り、一定の利用を維持している。また、都心部ま
ちづくりの推進に伴い、駐車場の利用増加が見込
まれていることから、今後も健全経営に努める。
　経営戦略については、平成３２年度までに策定
を目指す。

186,877

⑧設備投資見込額(千円)

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28 H29H29

5,541

H25 H26 H27 H28

当該値

6,777 7,496 6,967 7,138 8,131

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

37.6 40.7 38.2 34.6 37.6 平均値平均値 27 23 22 16 21 平均値

41.2 38.3当該値 0 0 0 0 4 当該値 39.0 45.8

3. 利用の状況について
⑪稼働率

平均値を下回ってはいるが、市民のほか観光客
等地域外からの来訪者による一定の利用を維持し
ている。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

20,189 18,489 21,22345.1 当該値 17,794 23,325

274.8 ⑦敷地の地価
駐車場用地周辺の地価との比較において数値は

低くなっている。

⑧設備投資見込額
駐車場機器等の更新が必要であり、耐久状況を

見ながら適切な時期に設備投資を実施していく必
要がある。

⑩企業債残高対料金収入比率
企業債残高がないことから0％となっている。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

3.2 2.9 6.0 平均値 252.6 252.8
2. 資産等の状況について

平均値 410.7 385.5 419.4 371.0 509.2 平均値 4.6 3.5

当該値 147.5 152.0 153.0 149.0 143.1当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4

269.0 276.6

当該値 158.6 180.9 160.4 153.6 173.1

H25 H26 H27

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率

平均値を下回ってはいるが、数値が100％以上となっており、単年度の収支
が黒字であることを表している。また、都心部まちづくりの推進に伴い、駐
車場の利用増加が見込まれていることから、今後も健全経営に努める。

②他会計補助金比率
臨時的な繰入金であり、一般会計からの繰入金等への依存度は小さい。

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額
臨時的な繰入金であり、一般会計からの繰入金等への依存度は小さい。

④売上高GOP比率
修繕費等の減少に伴い、数値が増加しており、平均値を上回っている。

⑤EBITDA
修繕費等の減少に伴い、数値が増加しており、平均値を上回っている。

H25 H26 H27 H28 H29 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25

該当数値なし 都市計画駐車場 届出駐車場 広場式 17 202 220 代行制 【】

分析欄

有 5,700 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 商業施設

－

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道釧路市　釧路河畔駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

①収益的収支比率(％)
【319.1】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【120.3】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

②他会計補助金比率(％)
【5.6】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【37】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

⑪稼働率(％)
【198.4】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【26.4】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【15,069】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成29年度全国平均

　本施設については、一定の利用を維持してお
り、H31年度に企業債の償還が完了することか
ら、以降は収支が改善する予定である。また、都
心部まちづくりの推進に伴い、駐車場の利用増加
が見込まれていることから、今後も健全経営に努
める。
　経営戦略については、平成３２年度までに策定
を目指す。

1,098.3 655.5 316.8 113.9

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

平均値 1,637.3

97.6 29.4

平均値

当該値 753.8 482.4 271.4当該値

全体総括

75,801

⑧設備投資見込額(千円)

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28 H29H29

51,566

H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

21 6 当該値 42.5 49.4 49.0 51.7

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)

24,086

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

36.0 29.9 36.1 33.9 26.5 平均値平均値 46 30 26 26 14 平均値 23,102 18,295 22,959 22,148

3. 利用の状況について

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

⑪稼働率
平均値を下回ってはいるが、市民のほか観光客

等地域外からの来訪者による一定の利用を維持し
ている。31,610 33,306 34,29152.2 当該値 21,766 30,796

159.3

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

6.1 5.6 3.8 平均値 153.7 149.7 148.5

当該値 80 54 37

⑦敷地の地価
駐車場用地周辺の地価との比較において数値は

低くなっている。

⑧設備投資見込額
建設から20年が経過し、施設・設備の老朽化が

進んでいることから、耐久状況を見ながら適切な
時期に設備投資を実施していく必要がある。

⑩企業債残高対料金収入比率
数値が減少傾向にあり、平均値を下回っている

ことから、企業債残高の規模は小さい。

2. 資産等の状況について
平均値 162.5 149.7 176.4 172.5 198.5 平均値 5.9 5.0

当該値 56.6 64.4 65.6 64.2 65.8当該値 6.0 4.6 3.1 1.7 1.0

152.3

当該値 44.4 49.8 50.6 49.6 92.4

H25 H26 H27

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について

H25 H26 H27 H28 H29 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25

①収益的収支比率
H31年度まで企業債の償還が続き、数値が100％未満で平均値を下

回っており、単年度の収支が赤字であることを表している。

②他会計補助金比率
繰出基準に基づく繰入金であり、一般会計からの繰入金等への依

存度は小さい。

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額
繰出基準に基づく繰入金であり、一般会計からの繰入金等への依

存度は小さい。

④売上高GOP比率
料金収入等の増加に伴い、数値が増加傾向であり、平均値を上

回っている。

⑤EBITDA
料金収入等の増加に伴い、数値が増加傾向であり、平均値を上

回っている。

該当数値なし 都市計画駐車場 届出駐車場 立体式 20 509 220 代行制 【】

分析欄

有 12,740 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道釧路市　釧路錦町駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

①収益的収支比率(％)
【319.1】
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1,000.0

1,200.0

1,400.0

1,600.0

1,800.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【120.3】
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0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

②他会計補助金比率(％)
【5.6】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【37】
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⑪稼働率(％)
【198.4】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【26.4】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【15,069】

該当数値なし 該当数値なし
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